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KTK（関西特許研究会）は研究と親睦を深め、
学びの場を広げていきます。
現在、関西だけでなく全国や海外を含め約700名の会員が、
ハイブリッド会合や対面セミナーなどに参加して相互研鑽
を行っています。
不定期開催のイベントでは、会員相互のコミュニケーション
を図ることで親睦を深めることができます。
活動紹介＆入会説明会では各部会・研究班の紹介や意見交換
など中心にKTKの魅力について紹介させていただきます。
既会員もご入会を検討されてる方もこの機会にぜひご参加
ください。

二次会（懇親会）のお知らせ

4/21MON 18 : 30～20 : 30（予定）
（受付開始18：00）

ACCESS：https://osaka-chuokokaido.jp/map/
大阪市中央公会堂　大阪市北区中之島1丁目1番27号

時間 / 21：00～23：00　
場所 / ミライザカ淀屋橋店

参加費 ３０００円（現地にて徴収）
（大阪府大阪市中央区北浜3-5-22 オリックス淀屋橋ビル1階）

KTK説明会＆懇親会

□✓各部会・研究班の活動紹介

□✓幹事・班長との意見交換会

□✓近日開催予定の会合紹介

参加費無料（軽食・飲み物付き）
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部会・研究班 活動紹介
KTKでは５つの部会と15の研究班がセミナー
や意見交換など会合を開催してます。
興味のある方、実務につながる知識を深めてみ
ませんか。

　私たちはスキルアップのため、いろんな意見交換ができる場として会
合を実施しています。
　ハイブリット形式の会合だから、遠方でも多忙な時もオンラインで会合
に参加できます。
会員の雰囲気はざっくばらん。同じ目的をもつ仲間に上司も部下もあり
ません。ひとりの見解よりみんなで議論を交わす方がより深い理解にな
りますよ。
　趣味や知識を活かした本格ＢＢＱなどアクティビティーも不定期開催で
イベントを開催しています。

意匠・商標部会

意匠・商標部会では、意匠と商標に限られず不正競争防止法に関するテー
マも採り上げています。　

近年の部会では、「実務からみるハーグ、マドプロについて」（’22年６月）、「
ファッションローとは何か」（’22年7月）、「意匠の類否判断における「物品の
類否」についての考察と提言」（‘22年11月）、「教科書には載っていない外国
商標実務」（’22年12月）、「不正競争防止法２条１項１号による商品形態の保
護」（昨年５月）、「GUI（グラフィカル・ユーザインターフェース）の法的保護に
ついて」（昨年9月）、「意匠のミカタ～意匠の類否判断とそのポイント」（昨年
11月）をテーマに採り上げました。

講師は、大学教授や弁護士、弁理士にお願いし、各法域における知財保護、
侵害成否判断、諸外国における保護の状況も解説いただいています。

会合は、オンライン開催でしたが、今後はリアルの機会を増やす方向です。
今年度も様々なテーマでの会合を企画いたします。

国際部会

国際部会は、その名称から分かるように、より「国際的」な視点に立って活
動を展開し、日米欧中等諸国の法改正や最新判例の知財動向、実務の注意
点や創意工夫など様々なテーマで、日本だけではなく、海外の弁護士や弁理
士をお呼びして会合を開催しています。例えば、米国の弁護士先生をお呼び
し最近の米国特許法に関連する判決およびその実務上の影響についてのご
解説や、中国の弁理士先生をお呼びし中国における化学製品の用途発明や
審査・審判段階で医薬用途発明の新規性と進歩性判断の実例のご紹介をし
ていただきました。

今年も、似て非なる各国の知財制度を学び、諸国の知財動向をウォッチン
グし、国際的な知財実務に役立つ会合の開催を予定しています。

また、会合後懇親会も開催し、知財に限らず様々な海外のトピックスにつ
いて、講師を交えた歓談の時間を設けております。ぜひ国際部会の会合（及
び懇親会）をご参加ください。

特許・実用新案部会

訴訟実務部会

訴訟実務部会は、平成２０年秋に発足され、関西特許研究会の長い歴史
の中ではまだまだ若い部会です。

「訴訟実務」とありますので、例えば、訴訟の流れや訴訟実務上の対応と
いったテーマだけを扱っているのでは？ とご想像される方もいらっしゃる
かもしれません。しかし、訴訟実務部会は、これらだけに限らず、広く知財
に関連するテーマでの会合を開催しています。過去には、大学教授や弁護
士、弁理士を講師としてお呼びし、裁判例の解説や検討、無効資料調査や
共同研究開発契約、無効主張、進歩性、交渉学、特許訴訟における技術説
明会、といった様々なテーマでの会合を開催してきました。今年度も様々な
テーマでの会合を予定しています。

また、訴訟実務部会は、他の部会や研究班と協力しながら会合を合同開
催し、関西特許研究会の目的である理論と実務の「研究」と、会員相互の「
親睦」を図っています。

どうぞよろしくお願いいたします！！

ソフトウェア研究班

「ソフトウェア研究班」は、ソフトウェアに関する知財の実務を探求する
ことを目的とする研究班です。ソフトウェアに少しでも関連することであれ
ば何でもOKです。直近は、「ゲームの知財」と称して研究をしています。具
体的には、ゲームは、ソフトウェアで実現されるデジタルゲームと、ボード
ゲームやカードゲームのような有体物を用いたアナログゲームの双方を含
み、いずれも発明該当性や明確性の問題を招来しやすい分野です。特に、ア
ナログゲームではその傾向が強いと感じています。前年度は、アナログゲー
ムの登録例を分類分けして研究しました。今年度は、アナログゲームで発明
該当性や明確性が通知された出願を研究する予定です。これは、ソフト
ウェア特許実務に通じるところがあります。

どの研究班でも同様と感じますが、議論が盛んにおこなわれ、会合後に
毎回開催される懇親会で議論の続きをすることもできます。ソフトウェア実
務に長けている先生が概ね80%以上は参加されていますので、ソフトウェ
ア特許の基本、AI特許のクレームや実務について知りたい方は、会合や懇
親会で質問することもできます。誰でも気軽に参加できますので、ぜひご参
加ください。

特許や実用新案について会合を実施している部会です。
さまざまな案件について議論します。

知財戦略研究班

知的財産によってどのように経営戦略に組み込んでいくのか。
さまざまな角度から研究をしています。

親睦部会

不定期で開催されるイベントなど企画運営している部会です。
BBQや夏季セミナーなど趣味を活かした活動ができます。

他にもありま
す！
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外国商標制度研究班

当班は、読んで字のごとく、外国商標制度を研究する班です。しかし、

「制度」と言っても、あくまで日頃の実務に役立てるという観点から、実

務的な内容を取り扱います。

担当者の発表やワークショップを通じて、商標実務家が研究・勉強・議

論・情報交換・交流等を行う場にすることを目指します。

生成AI活用研究班

生成AI活用研究班は、生成AIについての理解を深め、知的財産業務への

適用可能性を探るために発足しました。会合では、最新のAI関連トピックや

知財業務への適用事例を共有し、活発な議論を交わしています。過去の会合

では、画像生成AIやLLMの基礎と知財業務への適用可能性を取り上げ、講師

による解説や実演、参加者同士の議論を通して理解を深めてきました。また、

説明会の直後には主要生成AIサービスのプランや利用確認をテーマに、生

成AIを知財業務で活用する際の留意点についてディスカッションする予定で

す。生成AIは急速に発展しており、知財業務への影響は大きくなると予想さ

れます。新人弁理士の皆様におかれましては、ぜひこの機会に生成AI活用研

究班にご参加いただき、生成AIについての理解を深めていただければ幸い

です。皆様のご参加を心よりお待ちしております。

明細書研究班

「明細書研究班」は、理想の特許明細書を探求し続けることを目的とする研

究班です。毎月第３火曜に会合を開催しています。議論を中心としていること

が特徴で、担当者が、特許庁の「審判実務者研究会報告書」等から自分が興

味のある事例を選んで発表し、その後、参加者全員で議論をします。議論を

通じて、個人で事例を読むよりも遙かに深い理解が得られます。会合後には、

毎回懇親会を行っており、そこで議論の続きをすることもできます。誰でも

気軽に参加できますので、ぜひご参加ください。

クレームドラフティング研究
班

クレームドラフティング研究班では、年に３、４回の会合を開催していま

す。会合の1カ月程前に参加予定者に課題をメールで配信します。参加予定

者は、会合の１週間前までに課題の請求項を作成し、メールで提出します。

その後、全員の起案を掲載した起案集を参加者に送信します。題材は、機

械、ソフトウエア等です。会合への参加資格は、課題の提出です。

会合では、各自の請求項を説明し、他の参加者とディスカッションを行い

ます。最近は、参加者の人数が１５名程度と多くなっていますので、２つの

グループに分けてディスカッションを行っています。他の部会や研究班と異

なり、演習型の研究班です。他所の事務所の人はどんな請求項を書いてい

るのか興味のある方はぜひご参加ください。

商標審判決研究班

KTK商標審判決研究班は、KTKの中でも歴史のある研究班の一つです。

当研究のテーマは、「商標・不正競争に関する審判決の研究」です。

会合では、最近の商標の審決および商標・不正競争に関する判決を各担

当者に説明していただいた上で、参加者の間で自由に議論します。取り上げ

る審判決は、前回の会合から、今回の会合までの最新の事案です。発表は、

審決・判決それぞれを一覧表にしてご報告致します。

商標の類否や識別力の判断基準は、時代により、ゆらぎがありますので

、最新の審決に接することで、最新傾向の理解が深まります。

研究班への参加は、商標にあまり馴染みのない方、ブランクのある方な

ど、さまざまな方にご参加頂いており、会合後に懇親会も開催しております

ので、お気軽にご参加下さい。

外国特許実務研究班

外国特許制度は、弁理士試験では直接勉強しませんが、実務上は大変重

要です。外国特許実務研究班では、諸外国の特許制度、手続きの留意点、

審査の傾向や判例などをテーマに会合を行っています。

会合は、輪講形式で発表担当の先生に作成して頂くレジュメに基づいて

進行します。テキストをお持ちでない方も参加できるので、興味あるトピッ

クであれば、お気軽にご参加下さい。また、輪講以外にも、特定の先生に、

外国特許のホットな話題や、外国実務のご経験を取り上げてお話しいただ

いたりすることもあります。会合後には懇親会も開催します。会合中に質問

できなかったことを聞いてみたり、お互いに情報交換してください。

化学・バイオ特許研究班

本研究班では、化学・バイオの分野に関し、これから特許事務所や企業

知財部で働くことを目指される方、知財業界の経験が浅い方でも共に学習

し成長していけるような勉強・研究会を開催する予定です。また、前研究班

（医薬・バイオ研究班）に引き続き、バイオ分野や医薬分野の判例紹介、そ

の他の化学分野に関する判例紹介なども開催していく予定です。

詳細な活動内容は定まっておりませんが、参加されるメンバーで方針を決

めていければと思っております。ご興味を持たれた方は是非一度ご参加く

ださい。
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判例研究班

判例研究班は、現班長（佐々木健一）、副班長（細田芳弘、田邊史行）の

３人体制（2016年）で運営しています。2016年にこの体制で始めてから毎

月１回ずーと開催し、昨年の５月でなんと１００回目を迎えました。これから

も続けて行こうと思っています。

特徴的なのは、毎回、知財高裁の最新主要判決を紹介しています。

従って、知財高裁の判決動向を把握するのには絶好の研究班です。

内容的には、研究班の名前の如く、特許だけでなく意匠や商標、著作権

等々、判例に関係するテーマを会員が研究・発表し、その後にみんなで論議

しています。

懇親会も、もちろん！会合の後に必ず開催しています。懇親会では、さら

に論議が白熱します。是非、一度ご参加下さい。一緒にワイワイガヤガヤし

ましょう。お待ちしております。

ライセンス研究班

ライセンス研究班では、ライセンス契約、秘密保持契約、共同研究契約等

の所謂技術契約（知財契約）の研究をしています。技術契約については弁理

士試験の試験科目になっていないため、合格後対応できる弁理士がほとん

どいません。技術契約に関するセミナーや物の本はあまた存在しますが、多

くは理想論や絵空事に始終しており、実務ワイズな使える知識を提供してく

れません。本研究班は、30年以上に亘り交渉実務を経験してきた班長の下、

実際に使える交渉技術・契約作成技術を学べる日本で唯一の研究主体です。

技術契約を実務に取り込みたい事務所弁理士さん、技術契約を見なければ

いけない企業内弁理士さん、ぜひご参加ください。

東京地区知財研究班

東京地区で研究班会合をしています。事務所以外に、企業や外国の資格

者の参加も多く、参加者の多様性が高いことが一つの特徴です。テーマは

知財であれば何でもOK。もちろん、商標や意匠、不競法、著作権などの発

表も歓迎しています。

研究発表とディスカッションが中心で、毎回、懇親会も開催しています。

関西地区から、出張ついでに参加する会員もいます。会合はハイブリッド

としていて、オンラインで参加される会員も多いです。気になるテーマがあ

るけれど、どこの研究班で発表すればよいか分からないという方、是非、東

京地区知財研究班で発表してください(オンラインでの発表もOKです)。

意匠実務研究班

KTK意匠実務研究班は、主に意匠審判決の研究を行っており、2か月に1

回のペースでリアル・オンラインのハイブリッドで会合を開催しています。

毎回、査定系審決の担当者と当事者系審判決の担当者を決めて、各担当

者に最新の意匠の審判決をご紹介いただき、参加者間で自由に議論します。

意匠実務の経験が豊富な会員から特許・商標の実務中心の会員まで、参加

者層の幅が広い点がこの研究会の魅力の一つです。

参加者は平均して15～20名くらいで、会合後は懇親会も開催しています。

参加型で意匠の実務を学べる貴重な研究会ですので、意匠に少しでもご

興味をお持ちの皆さま、是非一度ご参加ください。

著作権研究班

著作権研究班は数年前に発足した、KTKの中でも新しい研究班です。

著作権は特許・実用新案・意匠・商標といった産業財産権とは異なり、創

作された時点から創作した人に権利が発生します。私たちの身の回りには

多数の著作物が存在し、それらについて著作権や著作者人格権が問題とな

ることも稀ではありません。

また昨今ではSNSやAI技術の発展により著作権に関する様々な問題が

取り上げられる機会も増えています。

著作権研究班では、日ごろ我々が抱く「これって著作権法的にアウトな

の？セーフなの？」といった疑問や近年の著作権に関する裁判例、著作権に

関する書籍の紹介など、様々なテーマで発表を行い、ディスカッションして

います。

昨年まではオンラインを中心に開催していましたが、今年からはハイブリ

ッド開催し懇親会も開催できればと考えています。

短答試験以来著作権からは遠ざかっている…という方も、著作権につい

ては任せろ！の方も、是非気軽にご参加下さい。

英文明細書研究班

本年度より、急な思い付きで、『新英文明細書研究班』を始めることにし
た橋詰由子です。

「橋詰」は旧姓であり、2020～2021年度には特実部会幹事を務めていました。
外内・内外特許出願に役立つような内容を幅広く研究することを目的と

しています。
開催場所は、主に関西大学梅田キャンパス内の会議室。
会合の内容は、
　第１部：和書（初回は、佃誠玄先生の著書。）の輪読およびそれに関す

　　　　　 る議論、
　第２部：明細書作成等に関する洋書（現在、テキストを選定中。）の輪

　　　　　  読およびそれに関する議論、
　第３部：毎回適当に探してきた英文明細書に対しての班員みんなでの

　　　　　  評論や意見交換、
の３部構成を予定しています。
懇親会は、茶屋町周辺のクラフトビール店などの予定です。
ＫＴＫ会員の誰もが気軽に参加し、楽しく学べる班を目指して運営をして

行く所存です。
ご参加お待ちしています！

k.arai
四角形




